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THE HOKURIKU BANK,LTD.

北陸銀行の概要

商号 株式会社北陸銀行

設立年月日
昭和18年7月31日
（創業明治10年）

本店所在地
富山市堤町通り1丁目2番
26号

従業員数 2,770名

総資産 7兆3,293億円

預金（譲渡性預
金を含む）

6兆2,433億円

貸出金 4兆4,676億円

発行株式数
普通株式

1,047,542千株

自己資本比率 8.74%

【会社概要（平成29年3月末現在）】

3



THE HOKURIKU BANK,LTD.

当行の地方創生の取組み

地方公共団体等と協力し、都市圏
のＵＩＪターン希望者・大手企業の
シニア人材と地域企業の人材ニーズ
をマッチングさせる独自のプラット
フォームを構築し、支援体制の充実
を図っております。

都市圏から地域への人材還流支援

まち

しごと

ひと

クラウドファンディング活用による地域おこし

創業サポートによる地域産業・雇用創出地方銀行未来応援団設立

地域の伝統工芸の活性化を目指
すコンソーシアム「地方銀行未
来応援団」を設立。購入型クラ
ウドファンディングを活用し、
デザイン性と機能性に優れた伝
統工芸品の開発や販路拡大を支
援いたします。

起業を思い立った時から実際の
事業をスタートするまでのさま
ざまな課題に対し、親身にサ
ポートいたします。
日本政策金融公庫と共催でセミ
ナーの開催、北陸3県の創業者向
け協調支援ユニット「ほくりく
創業支援ハーモニー」を提供し
ております。

READYFOR株式会社と業務提携し、
映画「デンサン」制作のサポー
トを通して、地域おこしへの支
援を行いました。
クラウドファンディングを通し
て、事業支援のほか、地域の
方々の事業への共感を呼び込み、
地域一体となった支援活動に注
力しております。
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空き家活用の流れ～古民家事業開始まで～

物件の調査・選定

事業収支計画の策定

資金調達

改修工事

仕入等・集客の確保

運営

【空き家活用の流れ】 【古民家再生の流れ】
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個人事業モデル
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法人事業モデル（コーポレートファイナンス方式）
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法人事業モデル（サブリース方式）
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資金調達の手法

エクイティ メザニン シニア
クラウドファン
ディング

補助金

形態 普通株式
優先株式
劣後ローン
社債

ローン
寄付型
購入型
投資型

ー

返済義務 無 有 有 無 有 無

調達コスト
高

（配当）
中

（配当or金利）
安

（金利）
安

（手数料）
なし

リスク許容度 高 中 低 ー ー

主な提供者
ファンド
事業者

ファンド
金融機関

金融機関 不特定多数 自治体

古民家利活用に係る資金調達手法は多様化している。
事業計画収支に基づき、調達コストの低いシニアローンにて

調達できるかが重要となっている。
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資金調達のポイント

ファイナンス面で「４つのポイント」の検討が重要
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古民家等歴史的資源活用の効果【観光振興】
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古民家利活用の課題①

① 空き古民家の流動性が低い ④ 事業化できる人材が不足

・空き家を売る・貸すことへの抵抗がある。
・空き家所有者の特定が難しい（所有権未整理物件、所
有者不明物件）。

・買い手・借り手は多いが、事業化できる人材が少ない
（資金調達が出来ない）。
・売り手と買い手のマッチングがうまくいかない。

② 規制のハードルが高い ⑤ 公民連携が取れていない

・建築基準法、都市計画法、旅館業法、消防法等、様々
な法制度がある。
・法規対応には多大なコストと時間が必要であり、古民家
としての雰囲気が無くなる。

・買い手・借り手は多いが、事業化できる人材が少ない
（資金調達が出来ない）。
・官主導、補助金主体での事業は事業者にとってリスク軽
減できるが、民間調達可能な事業モデルとはなりにくい
（収益性が低い）。スピード感がでない。
・民間調達を行うことで、ノウハウを蓄積し、一定程度マ
ニュアル化が可能となるが、各種規制への対応が大きな
ハードルとなる。

③ 資金調達が困難 ⑥ ノウハウの蓄積が乏しい

・収益性の観点が希薄であり、投資回収の意識が乏し
い。ソーシャルビジネスが多い。
・償却資産が終了しているため、担保性資産として評価さ
れず、金融機関からの融資が受けられない。

・古民家再生事業の地域での成功事例が少なく、事業モ
デルの見える化（周知）が進んでいない。事業希望者の
投資・回収モデルや運営体制についてのノウハウが殆ど
ないため事業評価が難しい。
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古民家利活用の課題②

15



THE HOKURIKU BANK,LTD.

古民家利活用 官民連携でのエリアマネジメント①

課題解決には、各々の機関の断片的な対応だけでなく、ヨコの繋
がりを活かした情報・知識の共有が必要

金融機関として、各機関のコーディネーターの役割
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古民家利活用 官民連携でのエリアマネジメント②

地域が一つの「経営体」となる。

ＤＭＣが戦略遂行の司令塔となり、
地域として、収益を上げるための役割分担を明確化する。
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地域のプラットフォーム形成のイメージ
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地域金融機関として、資金支援だけでなく、地域のまちづくり
戦略から積極的に関与することで、点としての支援だけでなく、
面として地域へ貢献していきます。
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北陸地域でのプラットフォームの構築
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ご相談は、下記の
連絡先までお問合せください

株式会社北陸銀行
地域創生部 （担当：石﨑）

〒930-8637

富山県富山市堤町通り1-2-26

代表電話：076-423-7111
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ご清聴ありがとうございました


